
  

                                                    

津山教育事務所管内小学校 

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

津山市立東小学
校

東小教育を語る会  東小教育はどうあってほしいか、ＰＴＡ教育
は、親は、等について、答えを無理に求めない
ように気をつけながら懇談した。校長からこれ

からも変化しつづけるであろう国際社会の中で
たくましく生きる基礎を養う初等・中等教育の
重要性と進学や学力の評定等現実面の課題
を説明し、懇談に入った。  
 体験学習の重要さと学力が身につく教育、教

育環境の整備と教育内容の充実、子育て方法
の間違いや誤解、子どもの発達と親の成長、
失敗体験の重要性等を語り合った。

ＰＴＡ役員  
教職員

11月7日 ・感謝状贈呈  
・児童朝礼訓話  
・学校音楽祭  

・学校だよりの発
行

津山市立西小学

校

ふれあい祭り  児童が生活科や総合的な学習の時間の成

果として作ったもの（スイートポテト、きびクッキ
ーなど）を展示し、保護者や地域の皆さんにも
味わってもらいながら、総合的な学習の時間に
ついての一端を知ってもらう機会とした。  
 また、ＰＴＡの交通・保健体育・広報などの各

委員会がクイズや運動をしたり、スポーツ少年
団・剣道教室・子供会など小学校の関係団体
が模擬店を出品したりしてくださり、児童・保護
者・地域の皆さんが一堂に集い、秋の半日を

楽しんだ。

児童  

保護者  
教職員  
地域住民

11月10日 ・学習発表会

津山市立南小学
校

学習発表会  本校では、平素の学習の発表として毎年学
習発表会を行っている。２年前より地域に案内
をしているが、本年は町内会長さんの回覧板
で校区の全戸に案内をした。  

 10時より12時まで行ったが、高齢の方の参観
も多く、常時200人程度の参観者がいた。  
 プログラムは以下のとおり  
 １ １年生－オペレッタ・合奏   

 ２ ２年生－生活科の発表  
 ３ ３年生－合唱・合奏  
 ４ 職 員－うた  
 ５ ４年生－合唱  
 ６ ５年生－合奏・斉唱  

 ７ ６年生－合唱・合奏  
 ８ 全校合唱

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月9日 ・人権参観日

津山市立北小学
校

北小教育のつどい
（北小ふれあい祭

り）

 地域人材バンクの方約50名を講師に招き、
体験コーナー、ふれあい遊びコーナー、制作コ

ーナーで親子及び地域住民とのふれあいを深
めた。

児童  
保護者  

教職員  
地域住民

11月17日 ・授業参観  
・子育てディスカ

ッション  
・学習発表会

津山市立林田小
学校

講演会  ハンセン病について根拠のない差別意識を
払拭し、正しい理解をしていくために講演会を
設定した。  

 講師には長島愛生園の元婦長を依頼し、元
患者さんの差別された人生の実態と願いを語
っていただいた。参加した聴衆の多くは、その
人権を奪われた元患者さん達の人生に胸を打

たれた。

保護者  
教職員  
地域住民

10月24日 ・コンサート

津山市立鶴山小
学校 

人権参観日  11月1日の「おかやま教育の日」に人権参観
日を設けた。人権に関する授業に続いて校長
より本校の人権教育についての話。担当より
人権教育推進計画、そして「２１世紀の主人公

たちへ」のビデオ視聴。最後に懇談と盛りだくさ
んの内容を組み入れた。授業は国語・社会・道
徳・学活等学年団で共通の内容を組んだ。うち
２年生については市のＡＬＴ職員を外部講師と

して招き、学年合同で国際理解教育を行った。 
 
歌やゲーム、講師とのやりとりなど楽しい授業
が展開された。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

１１月１日 ・鶴山小ふれあい
まつり  
・就学時健康診
断  

・津山市小中学
校音楽研究演奏
会

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

津山市立弥生小
学校

菊の展示会  一人一鉢栽培活動の中で、高学年は菊の栽
培に取り組んできた。その成果を保護者や地
域の方々にも観ていだだこうと11月1日から１

週間菊の展示会を開催した。たくさんの花が日
毎に開花していく５年生の嵯峨菊、今を盛りと
咲きほこる６年生の大輪の菊、合計200鉢の菊

児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月1日  
～11月7日
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が色とりどりに並んでいるさまを自由に観賞し
ていただいた。また、６年生は鉢植え時にお世

話になった老人会の方々と交流会をもち、秋の
季節のひとときを共に味わった 。

津山市立向陽小
学校

学習発表会  各教科における日頃の学習の成果を総合的
に発展させ、発表し合い、互いに鑑賞するとと
もに 、保護者や地域の方々に、午前中その活

動の様子を公開した。 当日は、子ども一人一
人が生きるよう演出を工夫して、学年ごとに合
唱・合奏・劇・群読等を披露した。参加者は約
280名。

園児  
児童  
保護者  

教職員  
地域住民   

11月9日  

津山市院庄小学
校

学習発表会  テーマを決めて課題を追求したグループ発
表、教科の学習をまとめた発表、音楽発表等
多彩な発表内容であった。  
 当日は、日曜日とあって父母、祖父母、兄弟
姉妹と多くの参観者であった。  

 特に、日頃学校行事に参加することが少ない
父親が多数参加し、子どもの様子を見たり学
習内容を知ったりして有意義な機会となった。

児童  
保護者  
教職員

11月11日 ・自由参観日  
・小学生のための
音楽講座

津山市立佐良山

小学校

「さらやま時代祭り」 

 
・主催  
 さらやま時代祭り
実行委員会

 「木と語ろう、水と語ろう、土と語ろう。そして

聞け！風の声を！！」をキャッチフレーズに第
４回「さらやま時代祭り」が開催された。学校と
して４・５・６年児童が1000本の風車を制作し協
力した。当日は旧出雲街道沿いに「風車の道」

ができ 、とても 美しく参加者に好評であった。ま
た、４年生児童が自作の「大型さらやまカルタ
大会」を企画しイベント参加した。ＰＴＡも屋台を
出し、会員同士の交流や地域の方々との交流
がはかれた 。子ども達にとって、親子で地域行

事に参加し、地域の方々とのふれあいや地域
理解ができ、「子どもを地域で育てよう」の意義
ある実践となった。

児童  

保護者  
教職員  
地域住民

11月11日 ・吹奏楽鑑賞会  

・学習発表会  
・学校公開

津山市立一宮小

学校

一宮小音楽発表会  校内の音楽発表会に、保護者だけでなく地域

の皆さんや老人クラブの方々を招いて、１～６
年生までが合唱・合奏を披露、ＰＴＡ（保護者と
職員有志）コーラスも同時に披露。体育館は前
半分に児童、後ろ半分に約300名のお客さんで
満員。子どもたちは、緊張しながらも息のあっ

た歌や合奏、手話をまじえた合唱などを発表
し、終わる度に盛大な拍手をもらい満足。  
 また、席上、児童が思いやりの心を養うため
に育てた菊20鉢を学区内の５地区の老人クラ
ブの代表の方々に手渡した。同時に地区代表

が日頃の感謝を込めて手紙を読んだ。 

児童  

保護者  
教職員  
地域住民

11月10日 ・いきいきスクー

ルコンサート  
・一宮地区ふれあ
い文化祭

津山市立高田小
学校

学習発表会  児童が平素の授業で学習していることの成
果を総合的に発表し、保護者や地域の人々に
参観してもらう場とした（絵画の掲示発表も含

む。）。  
そして、発表会の中での交流も深めた。

児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月13日 ・保存会指導の
獅子練り練習  
・「標語」の募集  

・オーストリア「エ
メラルド 高校」と
の交流会

津山市立清泉小

学校 

第２３回清泉学区

の教育を語る会

 清泉学区の教育を語る会は、1978年より毎

年開催され、今年で23回目を迎えた。今年は
清泉学区の青少年を守り育てる会、清泉幼稚
園ＰＴＡ、清泉小学校ＰＴＡ、津山東中学校ＰＴＡ
（清泉学区）の４団体で実行委員会を構成し
「ユンカース・カム・ヒア」という映画を鑑賞し

た。子どもたちが本当の自分の気持ちを言える
ことの大切さや親としてどうしたらよいか等、家
族のあり方や子育てについて学ぶことができ
た。

園児  

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

10月20日 ・清泉学区文化

祭  
・学習発表会

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

津山市立高倉小
学校

高倉地区文化展  公民館と小学校とで、絵、習字、陶芸作品、
手芸、写真、菊鉢、生花等総合的な作品展を
実施しているが、小学生は、絵画、習字と陶芸
作品を出品して、地域の人々と交流を深めた。

児童  
教職員  
地域住民

10月27日  
～10月28日

・三世代交流健
康づくり運動会

津山市立高野小
学校

人権平和集会 「伝
えよう ！平和の心、
広げよう！人権の
輪」

 人権、平和、環境等について学習を進めてき
たものをまとめ、保護者会や全校児童の前で
発表した。学年ごとに取り組んだ学習内容を、
わかったことや自分達の思いや願いを音楽（オ

ペレッタ）や群読、グループ発表など工夫して

児童  
教職員  
地域住民

11月16日 ・収穫祭
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発表した。運営、準備等を５・６年生の委員会
活動の一環として取り組み、自主的に活動で

きるようにした。

津山市立成名小
学校

学習発表会  児童が日頃、疑問に思っていることがらにつ
いて調べたことを創作活動にして発表したり、
班ごとに動きを工夫した創作劇を発表した。ま
た、のびのびとした歌や演技、真剣な演奏。そ

して、教職員のハンドベル演奏等、練習の成
果を力いっぱい発表するその姿を見ていただ
いた。  
 また、教育機器を利用して、児童の学習の様

子をパソコンのプレゼンテーションで大画面に
映し出したりした。案内状は地域の全戸に配
布できるよう工夫した。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月17日 ・成名地区文化
祭  
・地域公開参観
日

津山市立河辺小
学校

河辺地区ふれあい
祭り

 地区内の総力をあげての取り組み。小学校
体育館、運動場などを開放し、玉入れ大会、縄

ない大会、消防ポンプ操法、スポーツ少年団
演技、グラウンドゴルフ、クラブ発表（カラオケ・
ダンス等）フリーマーケットなど数々の取り組み
をした。また、多くの模擬店も出店した。文化的

作品はすばらしいものが多かった。

児童  
教職員  

地域住民

10月28日 ・参観日

津山市立広野小
学校

「地域のお年寄りに
感謝する」取り組み

 広野小児童会が、広野地区青少年を育てる
会、広野っ子を守り育てる会と共催し、地域の
お年寄りに感謝する取り組みを行った。  

 赤飯を作って訪問し、多年にわたって社会に
尽くしてこられた80歳以上のお年寄りの皆さん
の長寿を祝い感謝の気持ちを表した。  
 また、この日は登校日として地区文化祭の見
学・交流を行った。 

児童  
教職員  
地域住民

10月27日 ・人権参観日

津山市立大崎小
学校

大崎地区文化祭  “祖父は父を、祖母は嫁をたてる。もちろん両
親は仲良く思いやることが大事である。家族の
中で人間関係がうまく作用してこそ、子どもの
情緒は安定し、自立がうまくいき、適応力がつ

いていく。”との内容の講演が大崎地区文化祭
の中であった。  
 学校・家庭・地域社会が一体となって教育週
間にふさわしい内容に保護者や祖父母など約
100名の参加者は、心奮わされ、自分の今を考

えされた一時であった。

教職員  
地域住民

11月4日  

勝山町立勝山小
学校

学校開放日  土曜日の半日を学校の全ての施設・設備と
学校での子どもたちの様子を保護者を含めた
学区民に開放した。朝の会、１～３校時の授

業、清掃、帰りの会、一斉下校の様子を見た。 
 
 参加者からは学校の様子を知ることができて
大変よかったいう感想をいただいた。これとは
別に「おかやま教育週間」を学校開放日とし

た。

地域住民 10月13日  
11月1日  
～11月7日

・就学前保護者
対象の学校参観  
・クリーン・ククリ

ーン作戦  
・学習発表会

勝山町立月田小
学校 

学校開放  学校開放日を設け、保護者や地域の方々に
自由に授業参観、施設見学していただいた。  
 普段の参観日では行きにくい他の学級の参

観や施設の見学もでき好評であった。  
 また、地域の方々も多数来校され有意義な１
日であった。

児童   
教職員  
地域住民

11月1日 ・音楽会

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

勝山町立富原小
学校

家族参観日  保護者及び普段は学校を訪れる機会の少な
い家族と共に活動することを主眼において実
施した。１時間の授業参観のあと、１・２年生は
竹馬やこま回し等「昔遊び」を中心に、３～６年
生は百人一首や将棋、囲碁、オセロゲームな

どを家族と楽しんだ。  
 当日は、父親や祖父母が多数参加し、熟達
した昔遊びの技に感心したりまねて挑戦したり
する児童の姿が見られた。学校全体を活動場

所として設定し、校内の施設や学習状況が分
かる児童の作品、掲示等も鑑賞できるよう配
慮した。

児童  
保護者  
教職員

10月12日  
 

・芸術鑑賞会  
・講演  
・音楽会

落合町立落合小
学校

ゴミ０作戦  なかよし班ごとに分かれて地域の老人会の
人と一緒にゴミ拾いや掃き掃除、草取りをし

た。お年寄りの人にめんこ遊びを教えてもら
い、一緒に遊んだ。

児童   
教職員  

地域住民

11月5日 ・なかよしウオー
クラリー  

・あきまつり

落合町立天津小
学校

落合町教育委員会
指定研究発表会

 落合町内の小中学校10校が、毎年輪番で開
催している研究発表会である。  

児童  
教職員  

11月6日 ・天津ふれあい祭
り  
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 本年度は本校が発表校で、「生きる力を高め
合うあまつっ子の育成」を研究主題として、２年

間にわたり取り組んで来たことを発表した。  
 １、２年生の生活科と３年生以上の総合的な
学習の時間の授業を60分間公開した後、118
名の参会者全員で研究協議を行った。

教育委員会等 ・ミニ集会

落合町立津田小

学校

ふるさと交流会  地域には、伝統・文化が少しでも子どもたち

へ継承出来たらという思いがある。従って、平
素から子どもたちを見守り、また、あるときはゲ
ストティーチャーとして 教育に協力いただいて
いるお 年寄りの技をこの交流会で披露してい

ただいた。内容は、まず、全員で縄ないに挑
戦。できあがった縄を紹介しあった。続いて、お
飾り作り、手芸、竹細工、調理の４コーナーに
分かれ、お年寄りの指導を受けながら、それぞ
れの技を教わった。最後に調理班の作ったさ

つま 汁を一緒に会食した。

児童  

教職員  
地域住民

11月2日 ・公開参観日と教

育懇談会

落合町立上田小
学校

学校公開  午前中、１～４校時の授業を一般公開し、併
せて学校施設を開放した。

児童  
教職員  
地域住民

11月1日 ・ＰＴＡ参観授業  
・人権教育に関す
る映画会及び講

演会

落合町立木山小
学校

教育相談日  子どもが直面している様々な問題について、
教職員がお互いに理解を深めるとともに、家庭
と学校とのつながりを強めるために、放課後、

２日間各学年で実施した。今回は、希望者だけ
でなく 、健康・発育面で気にかかる児童の保護
者に対しても積極的に声をかけ、養護教諭と
連携しながら適切な指導・助言に努めた。17名
の参加があり、個々の発育課題に対する理解

と認識が深まった。

児童  
保護者  
教職員

11月1日  
～11月2日

・地域の人材を活
用した授業  
・地域住民の協

力・参画による授
業

落合町立美川小
学校

美川フェスタ  午前中は児童を中心に日頃の学習の成果を
劇を主として発表した。昼食は、学区の栄養委
員・愛育委員を中心に、ぶた汁、おにぎりを作

りみんなで会食した。午後は、地区の人に出し
物を披露していただき交流を図った。

児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月10日 ・ほっとたいむ

落合町立別所小
学校

収穫祭  今年度から栽培してきた、だいこん・いも・そ
ば等を収穫し、児童・教師でそれを調理し、一
年の収穫を祝って、それを食した。調理等に当

たっては、児童を中心にメニューを決めたり、
材料の準備を行ったり、児童の自主性を大切
にした活動を行った。

児童  
教職員

11月14日  

落合町立河内小

学校

学習発表会  全校で一堂に会して、１年から６年まで学年

の実態に合わせて発表した。発表内容は全校
児童による合唱・合奏・学級単位の劇・合唱
奏・音読劇・詩の朗読・ミュージカル等で成功
裡に終わった。多くの祖父母や地域の参観も
あり、家庭や地域での話題にもなったようでで

ある。幼稚園にも呼びかけたので、園児も興味
を持って見学していた。

園児  

児童  
教職員  
地域住民

11月2日 ・「おかやま子ど

も夢づくりサミッ
ト」に参加  
・落合総合美術
展

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

落合町立川東小

学校

健康大会  「清潔について考える」と題し、自分や自分を

取り巻く健康問題に感心を持ち、自主的に健
康で安全な生活を実践する態度を育て、地域
の人と教育について考えた。  
 

児童  

保護者  
薬剤師  
教職員

11月1日  

湯原町立湯原小
学校

教育を考える集会  臨時の児童集会を実施した。学校長が、教
育の「これまで」「いま」「これから」についてプ
ロジェクタを用いて講話をした。  
 校長は「日本の子どもたちは、学校に行くの
が当たり前になっているが、世界中の子どもた

ちの５人に１人は、行きたくてもいけない。ま
た、地域の先輩たちは、苦しい時代の中ででも
必死に勉強した。恵まれた環境にある私たち
の学校生活を教育の日を機にもう一度よく考
えて、立派な学校にして行こう。」と励ました。

児童  
教職員    

11月1日 ・湯原町文化祭
へ全児童作品出
品  
・１・２年生収穫祭

湯原町立二川小
学校

文化祭集会  全校合唱を皮切りに、委員会活動、各学級
の発表。最後に地域の人と一緒に交流会を行
った。  
 児童が行う発表は、多くの方の惜しみない拍

保育所児  
児童  
保護者  
教職員  

11月13日 ・子育て学習
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手や心のこもった励ましの感想に支えられ、生
き生きとした発表となった。  

 また、交流会では昔の遊びを中心に、地域
の方々と交わりながら、笑顔と笑いの中で交
流が深まっていった。

地域住民

久世町立樫邑小
学校

祖父母とのふれあ
い゛かしむら秋だよ

子どもまつり！゛

 学区のお年寄り全戸に呼びかけ、お年寄りを
指導者にお願いしてゲートボールを一緒にし

た。  
 学校の畑で収穫したさつま芋を使った料理
（いも汁、ふかしいも、ｅｔｃ）を各学年で出店し、
皆さんに食べていただいた。  

 幼稚園も一緒に参加した。

園児  
児童  

教職員  
地域住民

11月2日 ・参観日  
（学校開放日）  

・年寄りとのふれ
あい 参観日

久世町立余野小
学校  
（余野幼稚園と共
催）

余野っ子秋祭り  児童会が主催して、自分たちのお祭りをしよ
うと計画した。地区の人たちに手作りの手紙を
渡し、参加を呼びかけた。  
 おみこしを作ってねり歩き「おみこしコンテス

ト」を開いたり、また、各学年でお 店やゲーム
のコーナーを出し、保護者や地域の人たちと
一緒に楽しんだ。

園児  
児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月6日 ・参観日  
（学校開放日）

久世町立遷喬小

学校

参観日（学校開放

日）

町内各幼稚園、小学校、中学校一斉参観日を

行い、町内全戸に参観を呼びかけた。  
（学区をこえて参観があった。）

児童・保護者  

教職員  
地域住民

11月1日  

久世町立草加部
小学校

参観日（学校開放
日）

町内各幼稚園、小学校、中学校一斉参観日を
行い、町内全戸に参観を呼びかけた。  

（学区をこえて参観があった。）

児童・保護者  
教職員  

地域住民

11月1日  

久世町立米来小
学校

参観日（学校開放
日）

町内各幼稚園、小学校、中学校一斉参観日を
行い、町内全戸に参観を呼びかけた。  
（学区をこえて参観があった。）

児童・保護者  
教職員  
地域住民

11月1日  

美甘村立美甘小
学校

美甘宿場太鼓演奏
会（学習発表会、村
文化祭、ミニコンサ
ート）

 美甘村の伝統芸能の一つである「美甘宿場
太鼓」を５・６年生を中心として全校で取り組ん
だ。地域からゲストティーチャーを迎え、太鼓
の基礎から指導を受けた。子どもたちは、太鼓
の楽しさに触れ、意欲的に練習に取り組む中

で、めきめき 上達した。その成果を学習発表
会、村文化祭で発表し、保護者や学区の多く
の方から、高い評価を受けた。また、人前での
演奏に最初は緊張していた子どもたちも、自信

を持って表現できるようになってきた。  
 今後、「アフタヌーンコンサート」と題して、日
頃お世話になっている学区の方を招いて、昼
休みにミニコンサートを６回開く予定である。そ
こでも太鼓演奏をする予定である。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

10月10日 ～
12月18日

・教育講演会  
・ポスター 掲示

新庄村立新庄小
学校

みんな集まれ！  
新庄秋祭り

 子どもたち自らが栽培したサツマイモ、もち
米をいろいろ 加工して店を出した。ゲームやカ
ラオケ店も出た。バザーをして、収益金を盲導
犬協会へ寄付した。独居老人へもちを配り、村

民への参加を呼びかけた。多くの方々の参加
を得て、お客さんの接待におおわらわだった。  
 また、多くの人の前での発表や劇、みこしで
で練り歩き店の紹介をするなど、忙しい中にも
目を輝かせ、いきいきと活動することができ

た。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月10日  

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

蒜山教育事務組
合立川上小学校

児童集会（校長講
話）

 開校記念日を設定していない本校では、学
校の歴史等昔の蒜山のことを案外知らない。
そこで、教育に関する他のことも交えて校長が
全児童に講話をした。内容としては  

 ・教育の必要性について  
 ・川上小の校舎、校章の表す意味  
 ・本校の歴史について  
 ・庶民の学校としての閑谷学校  
 ・おかやま教育の日の設定について  

 最後に、蒜山、日本、世界を背負う日本人に
なってほしいと語った。さらに、教育長よりメッ
セージをいただいた。

児童  
教職員  
地域住民

11月6日 ・子ども夢づくりサ
ミット参加  
・参観日  
・映画鑑賞会

蒜山教育事務組

合立八束小学校

八小っ子心の教育

ミニコンサート

 11月1日のおかやま教育の日には、本校職

員と元職員によるチェロ・フルート・ピアノのミニ
コンサートを実施した。これは、本校が子ども
たちの豊かな心を育む基盤づくりを目指して取
り組んでいる、八小っ子心の教育「夢や希望を
持ったたくましい子どもたち～専門家が語る熱

児童  

保護者  
教職員  
教育委員会  
地域住民

11月1日 ・学習支援ボラン

ティア  
・フリー 参観日  
・ゲートボール交
流会  
・ようこそ！ 八小
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きおもい～」の一環である。全校児童、教職
員、教育委員会。保護者、地域の方々が、「キ

ラッと光る先生たち技」と題した本校職員と元
職員の「名人の技」を、心ゆくまで楽しんだ。

っ子ランドへ

中和村立中和小
学校

中和村紅葉祭  各種バザー他、村民が日常取り組んでいる
木工、生花、書、俳句など文化的な作品や活
動の発表が行われた。  

 小学校でも、日常の図工や総合学習の成果
などを村民の方々に見ていただく発表の場とし
てとらえ、絵画や工作の作品を展示した。  
 １・２学年・・・学校の畑でつくったなすの根や

茎と木を組み合わせたオブジェ  
 ３・４年生・・・「稲刈り」の絵と習字  
 ５・６年生・・・習字「道」  
 また、学校田でとれた餅米で餅を作り、村民
の方々に味わってもらった。  

 計画では、総合学習のまとめを展示する予
定であったが、展示準備や場所の関係で、11
日の合同学校祭で掲示することにした。

児童  
保護者  
教職員

11月3日 ・小中合学校祭

加茂町立加茂小

学校

音楽集会  本校児童の課題である表現力をつける取り

組みの一つとしてこの音楽集会を実施してい
る。各学校が２学級が合同で、合唱、合奏、オ
ペレッタなどを演じた。  
 当日は、保護者や地域の皆さんが見ている
中なので、緊張感もあり、とてもよい経験がで

きた。この集会を通して、児童の音楽での表現
の力は徐々にではあるがついてきている。ま
た、保護者や地域のみなさまから温かいはげ
ましをいただいて自信をつけている。

児童  

保護者  
教職員  
地域住民    

11月6日   

富村立富小学校 お話コンサート  学校と社会教育（成人講座）の共同開催で実
施。地元出身の大阪在住の方が所属する合
唱団10名による歌とお話コンサート。内容は   
  (1)合唱「ホームソングメドレー」  
  (2)おはなし「まほうのふえ」  

  (3)独唱「イタリア歌曲」  
  (4)全員合唱「秋 にちなんだ歌」  
と子どもから大人まで楽しめるものでした。児
童全員と保護者、地域の方、合わせて約90名
の参加者でした。地域の方の参加が多くて好

評でした。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

10月20日 ・学校開放  
・参観日   

奥津町立奥津小
学校

学習発表会    保護者、地域住民の方も呼びかけ学習発表
会を実施した。各学年で歌や劇、合奏、総合的
な学習の舞台発表をした後、全員で「世界中

の子どもたちが」の歌を合唱した。最後に校長
先生より講評があり、併せて「教育の日」の趣
旨説明、新教育課程実施に係る保護者、地域
住民の方へのお願いをして閉会した。

児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月13日  

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

上齋原村立上齋
原小学校

上齋原学園文化発
表会

  午前中、上齋原村文化センターで学園合同
の文化発表会を行った。小規模校の特質を生
かし、幼・小・中そして教育委員会が協力して
準備して練習を進めた。  

 当日は、舞台発表では、合唱、合奏、ハンド
ベルやピアニカ、また、太鼓の演奏、踊り、オ
ペレッタ、群読、劇、弁論発表等々子どもたち
の発達段階に合った多彩な発表となった。絵

画や工作、技術家庭科や英語科の作品展示と
ともに、日頃の教育活動を保護者や村民に理
解していただくよい機会となった。

園児  
児童  
生徒  
保護者  

教職員  
教育委員会  
地域住民

11月10日 ・学園開放  
・齋の里ふれあ
い祭り２００１

鏡野町立南小学
校

校長室開放   「みなみ小・教育よろず談義」と名付けて校
長室開放を行った。校区の郷・芳野両地区老

人会の会長、副会長、婦人部長の計６名が来
訪された。日頃から昔の遊びを教えてもらった
り、正月用のお飾り作りの指導を受けたりして
交流のある方々である。児童の様子や学校教

育等について話し合う中から、児童への写真
技術の指導や写真展の開催、校地内の樹木
の名札付けの指導等のありがたい支援の申し
出があった。  
  地域と児童のとの交流と支援の輪が広がり、

今後の「地域先生」のネットワーク作りの充実

児童  
教職員  

地域住民

11月1日  
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にもなった。

鏡野町立大野小

学校

開かれた学校大野

学区三世代交流会

  「いいな、いいな、大野っていいな」～味わお

う大野の自然、あったかい人、あったかい大野
なべ～をテーマに、大野学区の三世代が一堂
に会し楽しく活動する中で、心の交流を深める
大野学区に対する思いを共有することができ
た。  

  この日のために 、地域の各団体・学校・ＰＴ
Ａ・保育所が実行委員会を組織し、６月から公
民館運営委員長を中心に、会合を重ね準備し
てきた。当日は、学区を回るウォークラリーを

行った後、全員で大野なべを食べた。

幼児  

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月19日 秋の遠足

鏡野町立鶴喜小
学校

公開授業   教育週間に合わせて公開授業を実施し、保
護者の皆さんに生活科の学習の成果を発表し
た。

児童  
保護者  
教職員

11月7日 ・秋の校外学習  
・ボランティア体
験

鏡野町立香々美
小学校

香々美ふれあいデ
ー

  学校開放の日として、保護者、地域の方々に
学校の様子を見てもらったり、子ども達とのふ
れあいを深めてもらったりした。  
 また、芸術鑑賞会をこの日に合わせて開催し
一緒に楽しんでもらった。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月2、7日  

鏡野町立香北小
学校

へき地教育研究発
表会

 研究主題を「自ら考え主体的に活動する子ど
もの育成」として、主に生活科・総合的な学習
の時間を中心に研究発表をした。全学級、授
業公開をし、指導講評を受けた。３、４年生の

公開授業「森のたんけんたい 」には、地域で林
業を営まれている方にゲストティーチャーとし
て、来ていただいた。

県内へき連加
盟校

11月6日  

勝田町立勝田小

学校

清掃ボランティア活

動

 全校児童を８班に縦割り編成し、学区（主に

通学路）の清掃活動を実施した。  
 ゴミ袋と火ばしを持った児童は、班長の指導
で、ゴミや空き缶を主体的・積極的に拾い集め
た。約30分程度の作業後、学校へ拾ったゴミを
持ち帰り、先生と一緒に分別して活動を終了し

た。

児童  

教職員

11月1日  

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

勝田町立勝田東
小学校

学習発表会   学区全戸に案内状を配布して、各教科、総合
的な学習の時間に学習したことをまとめて体

育館で発表した。  
 自分たちで作ったストーリーを劇として発表し
たり、見学したりしたことをデジタルカメラで撮
った 写真をスライドにして発表したり、オペレッ

タを上演し楽しんでもらった。

児童  
教職員  

保護者  
地域住民

11月18日 ・お年寄りの方と
の交流会  

（勝田東幼稚園
共催）

勝田町立梶並小
学校

学習発表会   これまでの学習のまとめとして、各学年で工
夫したものをプログラムの内容とした。  
 １・２年生は、生活科の学習「おまつり」３年生
は道徳で習った「友だちのよさ」４年生は、簡単

な英会話や手話を劇化したもの。５年生は、国
語科の「漢字の成り立ち」６年生は、総合的な
学習「梶並小学校の歴史を探ろう」を基にプレ
ゼンテーションに 仕上げたものをプロジェクタ

ーを使って発表した。学区全員にプログラムを
配布し、地域の方に公開した。

保護者  
地域住民

11月11日  

勝央町立勝間田
小学校

ＫＩＮＴＯＫＩスクール
コンサート

 勝央町と勝央町教育委員会が文化のまちづ
くり事業として３年前より芸術鑑賞会を毎年実

施してきた。今年は著名な音楽家による木管
五重奏を約１時間聴かせてもらった。普段、生
の演奏を聴くことのない子どもたちにとって木
管による生演奏は、音楽文化の偉大さを堪能
したようだった。

児童  
保護者

11月9日  

勝央町立植月小
学校

授業参観日及び教
育講演会

・各学年単位で実施の普通参観  
・教育講演会  
  講師（医）サンクリニック親子人間学研究所    
平川 洋児 先生  

  演題「ほめ方 しかり方 しつけ方」  
  地域に呼びかけて実施する学校行事は、今
まで多くあったが、初めて学校評議員と区長に
声かけを行った。何名かの方々が来校し、好
評を得ている。また、「教育週間」の趣旨の説

明もチラシを通じて配布し、全体として呼びか
けに 対する地域の評判もよかった。

児童  
保護者  
学校評議員  
教職員  

地域住民

11月1日 ・交通安全みど
り号  
・勝央町スクー
ルコンサート

勝央町立吉野小
学校

教育相談   学校での生活と学習の様子を中心に、担任
と、相談を希望した保護者で話し合いをした。  

 実際の人数は、数名にとどまり少なかった

保護者  
教職員

11月8日 ・交通指導
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が、その分ゆっくりと深まりのある相談ができ
た。通常実施される個人懇談と比べ、相談内

容が真剣で、家庭事情も話されるなど、広がり
が出た。応対する担任も同様で、他の児童と
のかかわりや気になっている些細なことも確認
できるなど今後のクラスづくりや指導に有益で
あった。

勝央町立古吉野
小学校

地域探検ウオーク
ラリー

  学校を起点に奈義町総合運動公園までの
７．１ｋｍ を全校児童が９班の縦割り班に分か
れて歩く。秋の自然を楽しみながら地域を探求
する学校行事である。  

 １０ヶ所のチェックポイントでは名所・旧跡など
のことを問題に取り上げて答えさせたり、ビカリ
アミュージアムで化石を掘ったりするなど楽し
い活動を盛り込んでいる。目的地ではお弁当
を食べ、アスレチックで思いきり遊んだ後、得

点と順位を発表して全員の頑張りをたたえた。

児童  
教職員

10月25日 ・ＫＩＮＴＯＫＩスク
ールコンサート

奈義町立奈義小
学校

学校公開  長寿大学生を対象に授業参観や、施設・設
備の見学を行った

児童・教職員  
地域住民

11月5日  

勝北町立新野小

学校

新野小学校開放日  終日、学校開放日として、地域の方々に対し

て施設の開放や見学及び授業参観を行った。
参加者は前もって連絡いただくか、当日届けて
いただく方法をとり、自由に見学参観いただい
た。  

 ５校時は保護者を対象とした授業参観を行っ
た。内容は前もって案内文書で通知しておい
た。  
 また、参観日を利用してＰＴＡ図書の返却貸
出を行った。学級懇談会を開き、人権意識の

高揚や保護者間の意志の疎通を図った。

児童  

保護者  
教職員

11月7日  

勝北町立広戸小
学校

広戸っ子祭り   児童会主体の集会「広戸っ子祭り」はみんな
が仲良くする、協力して最後までやり遂げる、
の２つを目標に行った。アピール集会の後、各

学年の出店をまわり、２時間楽しい時間を過ご
した。スライム・ゲーム・クイズ・べっこうあめい
り豆（総合的な学習の時間での大豆収穫品）
餅屋（総合的な学習の時間で１年間手がけた
餅米から作られた。）おばけ屋敷・迷路など、そ

れぞれに趣向をこらしたものばかりでした。総
合的な学習の時間でお世話になったゲストティ
ーチャー、お年寄りの方、保護者などを招待し
たお 祭り。大好評のうちに幕を閉じました。

児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月9日  

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

勝北町立勝加茂
小学校

祖父母参観日  学区内のおじいさん、おばあさんを招待して
の参観日でした。２校時目は各クラスでの授業
参観。３校時目は体育館において、おじいさ
ん、おばあさんと一緒に全校ゲーム集会を開

催。歌やゲームで楽しい集会がもてました。

児童  
教職員  
地域住民

11月2日  

大原町立大原小
学校

学校開放  
（自由参観日）

  午後の２時間は授業参観と学級懇談にする
とともに、午前中を公開授業にして、いつ、ど
の時間帯でも児童の活動が参観できるよう一

日を設定した。

児童  
保護者  
地域住民

10月23日  

東粟倉村立東粟
倉小学校

教育講演会  児童への虐待等、児童の人権が問題となっ
ている折りから、広くこの問題について啓発を
図りたいと考え、ＰＴＡの協力を仰いで、次のよ
うな講演会を開いた。  

 講師 ＣＡＰ岡山連絡会津山グループ  
       和泉富美子さん  他２名  
  演題 「子どもへの暴力防止教育プログラム」 
 

  講演のみでなく、ワークショップを取り入れて
内容がわかりやすく工夫されていて好評であっ
た。

保護者  
教職員

12月2日  

西粟倉村立西粟
倉小学校

全校児童による絵
画等作品展並びに

総合的な学習に関
連した工作作品の
展示

 全校児童の作品（絵画、工作、習字）を、村
の文化祭に出展し、日ごろ学習している成果を

発表した。  
 三世代交流ふれあい行事で作成した、昔の
おもちゃ作品（竹細工、お手玉、リース、アンデ
ルセン等）を展示し、村民の皆様に見ていただ

いた。  

全児童  
全村民

11月1日  
～11月3日

 

8/11 ページ



                                                                                                             

※村民の方から、子どもたちの作品を見るの
を楽しみにきましたとか。孫の作品を見に来ま

した。子どもらしい作品で、楽しいです等の反
響があった。

美作町立美作第
一小学校

音楽鑑賞会   平素、生の音楽を聴く機会の少ない子ども達
に、生の音楽に親しませることは大きな意味が
あると考え、ピアノ、バイオリン、エレクトーンの

生演奏を「おかやま教育の日」に合わせて計
画した。 子ども達は、生の演奏に大いに感動
した。

児童  
保護者  
教職員

11月7日 ・１年親子会 ・
校報の発行

美作町立美作北

小学校

中国鎮江市少年文

化交流会

 文化交流会（体育館にて一般公開）として、

本校児童のダンス、合唱、合奏の発表や鎮江
市少年少女よる民族楽器の演奏、舞踊等の発
表、また、クイズ交流を実施した。  
  さらに、交流給食（４・５・６年の各学級）とし
て、各学級において、交流給食並びにゲーム

や遊びによる交流を深めた。

訪日団少年少

女１７名  
引率者５名  
児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月6日  

美作町立豊田小
学校

地域開放フリー参
観日

 午前中を一般開放（施設・授業を全面開放）と
して自由に観てもらった。予想していたより多く
の方が来られ、子どもたちは大いに張り切っ

た。参観者は、子どもたちに声をかけて下さっ
たり、作品を見て感心されていた。また、開放
していたため、気軽に教室に入って来られ、来
校者と子どもたちの交流ができた。危機管理も

問題なかった。

児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月1日 ・健康広場  
（お年寄りと交
流）  

・おかやま子ども
夢づくりサミット

美作町立巨勢小
学校

ふれあい祭り  地域や保護者の方々との文化的な交流を通
して、ふれあいを深めることを大きなねらいとし
て計画した。  
 第１部は、音楽発表として、児童の合奏や合

唱を聴いてもらったり、地域の方の大正琴の演
奏を聴いたりした。  
 第２部は、遊び、フラワーアレンジメントなど、
５つのコーナーに分かれ、児童、地域の方、保

護者が一緒に活動を楽しんだ。その他に児童
が作った料理の試食やバザーも実施した。

園児  
児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月11日  

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

作東町立土居小
学校

夏井いつき句会ラ
イブＩＮ土居小

  松山市から、夏井いつきさん（俳人）を迎え俳
句づくりの楽しさを学習。現代の風潮として、言
語の乱れや季節感の風化が進む中で、美しい
日本語を取り戻そう、自然の美しさや季節の風
物に目を向け、こころ豊かに育っていこうとの

願いを込めて、句会ライブは進められた。夏井
さんは俳句の基礎である季語や「取り合わせ
の技法」について、分かり易く話された後、児
童たちは実際に俳句づくりに取り組んでいっ

た。今後、総合的な学習の一分野として位置
づけたい。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月5日  

作東町立粟井小
学校

パソコンを使って年
賀状をつくってみよ
う  

「ＰＴＡ研修部主催」

  ＰＴＡ研修部との共催で、本年度に購入した
パソコンを使って、パソコン教室を開いて親子
で年賀状を作ってみようという内容で実施し

た。（どなたでも参加できるという趣旨で、約２
時間で親子一緒に年賀状を仕上げた。）

児童  
保護者  
教職員

11月1日  

作東町立吉野小
学校

地域交流会   地域の人々（区長・老人会長・愛育委員・教
育委員など１２名）に、学校へ来ていただき昔

の遊びを教えていただいた。今年は、風車・く
す玉でっぽう・飛行機ペッチン・ぶちごま・竹馬
を作った。出来上がると、運動場や体育館でし
っかり遊んだ。特に、くす玉でっぽうの人気が
高かったようだった。その後、各学年が収穫し

た物で作った料理をみんなでいただいた。今回
は、豚汁・おもち・ポップコーン・ポンポン菓子を
作りました。

児童  
保護者  

教職員  
地域住民

11月16日 ・演劇鑑賞会

英田町立英田小

学校

「教育の日」にちな

んでの発表会

  各学年の日頃の学習で頑張っていることから

５分位にまとめて発表した。  
  １年生  合奏・合唱 「きらきら星」  
  ２年生   音読「ウーフはおしっこでできている
か。」  
  ３年１組  リコーダー   ２組 米作り  

  ４年生   社会見学を終えて  
  ５年生   海の学習  
  ６年生   群読「おれは草なり」  
            作文「わが町 英田町」  

  教育委員、保護者に案内を出して参加を呼

児童  

保護者  
教育委員  
教職員

11月1日  
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びかけた。

中央町立加美小

学校

自由参観日  学校と家庭とがお互いに手を取り合い、より

連携をとるために自由参観日を設定し、学校で
の子どもたちの様子を１日の暮らしを通して生
の姿を自由に参観してもらった。  
 保護者は都合の良い時間、例えば、１時間だ
けとか、給食の時間の様子とか、休み時間の

様子とか、それぞれ自由に参観された。

児童  

保護者  
教職員

11月29日  

中央町打穴小学
校

ふれあい参観日   体育館で最初45分間位音楽発表をする。低・
中・高学年・職員の順で合奏をし、その後、全
員でよく知っている曲（２曲）を合唱する。次に

老人会の方（10数名）を講師として、ワラ細工と
お手玉作り分かれて、それぞれ児童・保護者・
祖父母がいっしょになって、お飾りやお手玉を
楽しく作り、三世代や地域の老人との交流を深
めた。

児童  
保護者  
教職員  

地域住民

11月6日  

旭町立旭小学校 民話の町・旭町「旭
町に伝わる民話に
ふれることにより、
ふるさとを知り、地

域の人々とふれ合
う」

 プロの演劇塾の生徒７人に、旭町に伝わる昔
話を題材に一人芝居で「旭町むかし話語り芝
居」を実施していただいた。  
 当日は、保育園児、児童、教職員、高齢者の

計250人くらいが鑑賞した。今回の鑑賞をとおし
て、子どもたちは、ふる里を知り、地域の人々
と心のふれ合いがもてたと思われる。また、一
人芝居という芸術鑑賞の機会も得ることができ

た。

園児  
児童  
教職員  
地域住民

11月8日 ・第７回岡山県
小学校道徳教育
研究大会協賛  
・平成12・13年度

文部科学省人権
教育研究校指定
事業の指定校事
業への参加  

・学習発表会  
・クリーン作戦  
・高齢者福祉の
里「あさひが丘」
の訪問

久米南町立弓削
小学校

子ども会議久米南
２００１

  町内３小学校の５・６年児童が集まり、「メディ
ア自分史」「メディアの中のジェンダー」「ＴＶ制
作の現場から?作り手の意図と願い」というテー
マで現在のメディアについて学習したことを発

表し、意見交換を行った。  
 また、ニュージーランド出身の方を招き、外国
のテレビについての話を聴いた。  
 児童は、日頃何気なく見ているテレビや雑誌
などにも、送り手側の意図があり、受け手であ

る自分たちがそれを選んでいく必要があること
を感じ取れたようである。

児童  
小学生  
教職員

11月22日 ・音楽の集い

所属名 事業名 事業概要 対象者 実施時期 その他事業

久米南町立誕生

寺小学校

誕生寺ふれあい学

習発表会

  誕生寺ふれあい学習発表会は、その名にふ

さわしい 日に開催しようということで11月11日
（日）・・・いいつき、いいひの、 にちようびに開
催した。児童の劇や合唱、合奏、研究発表を中
心にして保護者や地域の方々にも多数出演し
ていただき、楽しい一日を過ごすことができた。

開催に当たっては、新聞の折り込みを利用して
学区内全戸に案内を出したので、当日は大勢
の方々の参加を得て、ふれあいを深めて初期
の目的を達成することができた。

児童  

保護者  
教職員  
地域住民

11月11日 ・コーラスを楽し

む会

久米町立喬松小
学校

オープンスクールデ
ー

  学校と地域の連携を深めるためには、学校
教育の現状や児童の様子を参観していただく
ことが大切と考え、オープンスクールデーを実
施した。  
 具体的には、老人との交流を深めるグランド

ゴルフ、児童の意見発表会、食について考える
給食試食会、保護者参加型の授業、ミニコンサ
ートなどを行った。  
 参加者から建設的なご意見をいただき意義
深い一日を過ごすことができた。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月6日  

久米町立中正小
学校

ふれあい参観日ふ
れあいバザー

 前半で授業公開を行った 。２時間のうち、１時
間はふれあい授業とし、家族の方に参加して
いただいた。後半は体育館、その他の教室で
バザー 等を開催した。  

 オープニングで児童の合奏や、総合的な学
習の時間での発表などを行った。地域の人も
大勢参加してくださった。

児童  
保護者  
教職員  
地域住民

11月18日  

久米町立誠道小

学校

一日学校公開日  学校での児童の様子や学校の取り組みを自

由に参観してもらう日とし、併せて意見等を伺

児童  

保護者  

11月2日  
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い今後の誠道小学校の取り組みの一助とし
た。また、給食試食会を行い学校給食への理

解を深めてもらった。  
 保護者だけでなく区長会にも案内を出し、地
域と密着した学校教育をさぐる第一歩とした
い。

教職員  
地域住民

久米町立秀実小

学校

親子で楽しむ会   参観日のあと、親子で楽しむ会をした。県立

高校教諭の協力のもと、ＰＴＡ母親委員会と職
員で16のコーナーを用意した。おなじみのスラ
イムや静電気や空気の性質を利用したものな
ど、楽しみながら科学にふれることのできる実

験ばかり。親子で「不思議だなあ」「なぜだろう」
と頭をひねりながら、遊びに挑戦したり実験に
取り組んだりして、時間を忘れた90分であっ
た。

児童  

保護者  
教職員

11月1日 ・ベヒシュタイン

コンサート  
・昔のくらしを聞
く会  
・パソコン教室  

・ふれあい行事  
・読み聞かせの
会  
・学校開放週間

柵原町立柵原西

小学校

教育講演会  ＰＴＡ行事の一つとして、アマチュア天文家で

柵原町さつき天文台指導員の多胡昭彦先生を
講師に迎え、「星と私」という演題で話を聞い
た。  
 町内放送で、保護者だけでなく広く地域の方

に呼びかけ、当日は、小学生を含む69名が出
席した。前段は、子どものころの夢を持ち続け
新星を３個も発見された先生の生き方に触れ、
後段はスライドで壮大な宇宙に触れ、２時間が
あっという間に過ぎた。

児童  

保護者  
教職員  
地域住民

11月2日 ・絵手紙学習  

・学習発表会  
・マラソン選手と
の交流会  
・学校評議員会

柵原町立柵原東
小学校

同和教育参観日   各学年同和教育に関する題材を選び、１時間
の授業参観を行った 。その後、渋染め一揆の
ビデオを視聴後、同和教育のテーマを各学年
ごとに 設け話し合いを行った。  

 １・２年生は同和教育入門期の親の在り方。
３?５年生は同和教育問題の現状について。６
年生は部落問題学習との出会いについての研
修を深めた。

児童  
保護者  
教職員

11月15日 ・学校評議員会  
・あいさつ運動  
・個人懇談

戻  る
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